
12月定例会は11月22日(火)開会の予定です
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こんにちはこんにちは

須坂市議会です



岡信孝氏の絵画等が展示されている
「須坂クラシック美術館」

月9
定例会

絵
画
購
入
の
ほ
か

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
活
用
し
て
行
う
文
化
施

設
関
連
整
備
の
主
な
も
の
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須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
の
案
内
看
板
修
繕
、

屋
根
修
繕
等

★
ア
ー
ト
パ
ー
ク
の
入
り
口
看
板
修
繕

★
版
画
美
術
館
の
燻
蒸
業
務
委
託
料
等

今
定
例
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た

２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
の
う
ち
、
日
本
画
家
岡
信
孝

氏
の
絵
画
（
屏
風
絵
３
作
品
）
購

入
費
６
０
０
万
円
つ
い
て
、
複
数

の
議
員
よ
り
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

ま
た
予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
も

質
問
が
相
次
い
だ
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
宮
本

泰
也
議
員
ほ
か
１
名
か
ら
、「
長
期

化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
に

よ
り
、
市
民
生
活
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
市
が
再
び
岡
信
孝
氏
の

絵
画
を
高
値
で
購
入
す
る
こ
と
は

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。
購

入
理
由
や
価
格
決
定
が
不
明
確
」

と
の
理
由
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ

れ
た
。

修
正
案
の
賛
成
討
論
が
行
わ
れ

た
が
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
賛

成
少
数
（
賛
成
７
人
、
反
対
11
人
）

で
否
決
さ
れ
、
原
案
賛
成
多
数
（
賛

成
11
人
、
反
対
７
人
）
で
可
決
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
２
０
２
１
年
度
決
算
認
定
議
案
８
件

の
ほ
か
、
２
０
２
２
年
度
補
正
予
算
案
や
条
例
案
・
人
事

案
な
ど
14
件
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
修
正
案
１
件
を
否
決

し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
・
同
意
等
し
た
。

ま
た
、
意
見
書
１
件
を
可
決
し
た
。

石
合　

敬

こ
の
絵
が
６
０
０
万
円
で

適
正
か
誰
も
わ
か
ら
な
い
。

高
島
屋
の
言
い
値
を
鵜
呑

み
に
し
て
い
る
だ
け
。
私

の
信
頼
で
き
る
鑑
定
士
に

よ
る
と
岡
氏
の
こ
の
絵
は

６
０
０
万
円
の
10
分
の
１
に

も
な
ら
ず
、
芸
術
的
・
財

産
的
な
価
値
が
無
け
れ
ば

こ
の
よ
う
な
絵
は
売
れ
な

い
と
の
こ
と
。

そ
れ
で
も
買
う
な
ら
、
私

は
正
式
な
鑑
定
依
頼
を
し
、

驚
愕
な
低
価
格
を
広
く
市

民
に
公
表
し
、
須
坂
市
に

負
の
財
産
を
も
た
ら
し
た

責
任
を
追
及
す
る
。

６
０
０
万
円
は
須
坂
の
芸

術
家
支
援
や
吉
向
焼
収
集
・

修
復
に
使
う
べ
き
だ
。

討
論 

　
修
正
案
に
賛
成

原
案
に
反
対

絵画購入絵画購入巡り賛否割れるも巡り賛否割れるも
補正予算補正予算  原案可決原案可決

予
算
決
算
特
別
委
員
会
・
一
般
質
問
で
も

予
算
決
算
特
別
委
員
会
・
一
般
質
問
で
も

議
論
白
熱　
　

議
論
白
熱　
　

予
算
計
上
の
理
由
は

ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
寄
附

金
の
一
部
を
活
用
し
、
岡
信
孝

画
伯
の
絵
画
と
そ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
収
蔵
展
示
す
る
須
坂

ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
に
、
同
氏

の
画
業
の
集
大
成
と
な
る
作
品

「
華
園
三
題
」
を
購
入
し
、
市
民

が
身
近
に
日
本
画
を
鑑
賞
で
き

る
機
会
を
提
供
し
、
須
坂
ク
ラ

シ
ッ
ク
美
術
館
や
須
坂
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
。

文
化
財
取
得
審
査
会
に
お
い

て
購
入
予
定
価
格
を
決
定
し
、

予
算
案
と
し
て
上
程
し
た
も
の
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議



シルバー人材センターと子育て支援センターとの
交流事業「ジャガイモ掘り交流会」  （8月2日）

財政状況

第 171 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日3

● 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す

る
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
陳
情

陳
情
者	

	

須
高
広
域
シ
ル
バ
ー

	
	

人
材
セ
ン
タ
ー

	

理
事
長 

田
中
政
義

採
決
結
果	

趣
旨
了
承
（
福
祉
環
境	

	

員
会
）
と
し
、
同
意
見	

	

書
を
可
決

	
	

（
※
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
）

　
★
可
決
と
な
っ
た
意
見
書
は
国
会
や
関

係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

陳
情
陳
情				

・
意
見
書

・
意
見
書

市
税
等
の
収
入
未
済
額
は
改
善
し
、
特
に

市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
は
前
年
よ
り
大

幅
に
縮
減
し
、
収
納
率
も
上
昇
し
て
い
る
。

今
後
も
収
入
未
済
額
の
縮
減
、
過
年
度
分

の
収
納
率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

多
く
の
既
存
事
業
が
縮
小
等
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
起
因
と
す
る
も
の
か
否
か
の
検
証

を
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
意
義
や
費
用
対
効

果
を
精
査
し
、
事
業
の
優
先
順
位
に
よ
る
「
選

択
と
集
中
」
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

決
算
監
査
報
告（
要
約
）

２
０
２
１
年
度

決
算
総
額

４
５
７
億
円
余
を
認
定

一
般
会
計

歳
入
決
算
額
は
、３
１
５
億
７
８
９
３
万
円
で
、対
前
年
度
比
８・２
％

減
、
28
億
１
６
２
５
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

歳
出
決
算
額
は
、３
０
４
億
６
４
６
３
万
円
で
、対
前
年
度
比
８・５
％

減
、
28
億
３
８
５
９
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

２
０
２
０
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て
る
財
源
を
除
い
た
実
質

収
支
は
、
10
億
１
９
２
６
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

主
な
事
業

主
な
事
業

◎�

決
算
の
詳
細
は　
　

「
広
報
須
坂
10
月
号
」

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・ 

須
坂
市
豊
洲
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置

・ 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
の
支
給

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
の
整
備

・ 

お
店
限
定
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
事
業

・ 

小
・
中
学
校
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
シ
ス
テ
ム
の
活
用

・ 

イ
ン
タ
ー
周
辺
道
路
の
整
備
等

問
 
実
質
収
支
も
黒
字
で

健
全
財
政
を
維
持
し
て
い

る
。
財
政
の
先
行
き
に
不

透
明
さ
が
増
す
理
由
は
。

総
務
部
長
 
主
な
財
政
指

標
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
市
債
残
高
は
、
防

災
・
減
災
対
策
の
集
中
的

実
施
に
よ
り
、
元
金
償
還

開
始
の
24
年
度
以
降
、
５

億
円
公
債
費
が
増
加
す
る
。

問
 
財
政
指
標
の
実
質
公

債
費
比
率
の
ピ
ー
ク
は
。

総
務
部
長
 
令
和
９
年

に
12
％
程
度
に
な
る
。

問
 
そ
れ
以
降
は
。

総
務
部
長 

12
％
が
数

年
続
い
て
そ
の
後
減
少
す

る
。

問
 
財
政
調
整
基
金
は
、

財
源
調
整
機
能
、
災
害
等

対
応
、
真
に
必
要
な
施
策

等
の
財
源
に
充
て
る
。
現

時
点
で
の
活
用
は
。

総
務
部
長
 
現
時
点
で
の

活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

問
 
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン

タ
ー
の
収
入
未
済
額
１
千

１
１
４
万
円
。
基
本
協
定

書
で
協
議
し
た
結
果
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
納
入
を
猶

予
し
た
の
か
。

産
業
振
興
部
長
 
年
度

協
定
書
で
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
大
幅
な

売
り
上
げ
減
の
場
合
は
、

納
付
金
納
入
免
除
を
協
議

す
る
と
の
文
言
が
あ
る
。

今
後
改
め
て
協
議
す
る
。

問
 
対
面
で
協
定
書
に
沿

っ
た
協
議
は
。

産
業
振
興
部
長
 
協
議

書
を
交
わ
し
て
の
話
し
は

し
て
い
な
い
。

問
 
上
下
水
道
未
収
金
で

特
定
企
業
の
累
積
未
収
金

額
は
。

水
道
局
長
 
個
人
情
報
保

護
条
例
第
８
条
に
よ
り
答

え
ら
れ
な
い
。

問
 
未
収
金
は
多
額
だ
。

い
つ
ま
で
猶
予
し
て
い
つ

ま
で
に
完
納
さ
せ
る
の
か
。

水
道
局
長
 
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
い
つ
ま
で
続
く
か
は

不
透
明
な
状
況
。
猶
予
の

期
限
を
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
引
き
続
き
支
払
い

を
促
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党

竹
内　
　

勉

総
括
質
疑

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果

議
案
審
議

委
員
会



シルバー農園等で収穫した新鮮野菜の販売
(７月１日　シルキービル bota チャレンジショップ )

水防訓練でロープワークを行って
いる様子

決
算
に
関
す
る
審
査

2 0 2 1
年 度
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業

 

３
億
４
６
３
５
万
円

Ｑ
 
昨
年
度
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
係
る
副
反
応
で
重

大
な
事
例
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
 
市
が
把
握
し
て
い
る

重
大
な
副
反
応
の
症
例
は

な
い
。

市
新
型
コ
ロ
ナ
中
小
企
業

者
等
特
別
応
援
金

Ｑ
 
収
入
減
の
企
業
を
支

援
で
き
た
か
。

Ａ
 
事
業
継
続
が
支
給
の

条
件
で
あ
り
、
事
業
を
継

続
さ
れ
て
い
る
た
め
、
支

援
に
繋
が
っ
た
と
考
え
る
。

Ｑ
 
最
終
的
に
事
業
継
続

で
き
な
か
っ
た
場
合
の
返

済
は
。

Ａ
 
あ
く
ま
で
応
援
金
で

あ
る
た
め
、
返
済
の
必
要

は
な
い
。

市
営
住
宅
等
管
理
業
務
委

託
料 

４
９
３
０
万
３
千
円

Ｑ
 
例
年
に
比
べ
て
増
加

し
た
理
由
は
。

Ａ
 
市
営
住
宅
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
交
換
時
期

の
た
め
、
約
１
２
０
０
万

円
増
加
し
た
。

Ｑ
 
市
営
住
宅
退
去
に
伴

う
修
繕
料
立
替
え
分
は
、

誰
に
対
し
て
か
。

Ａ
 
ど
う
し
て
も
修
繕
料

が
工
面
で
き
な
い
方
へ
の

貸
付
で
あ
る
。

Ｑ
 
２
０
２
０
年
度
に
返

済
金
の
入
金
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
前
に
同
様
の
事
例

は
な
か
っ
た
か
。

Ａ
 
２
０
２
１
年
度
以
前

で
３
件
、
63
万
９
千
円
余

が
未
回
収
で
あ
る
。

消
費
者
行
政

Ｑ
 
特
殊
詐
欺
被
害
の
現

状
は
。

Ａ
 
市
内
の
被
害
件
数
は

今
年
３
件
、
昨
年
６
件
。

全
国
的
に
は
件
数
・
被
害

額
と
も
に
増
加
し
て
い
る
。

Ｑ
 
防
災
行
政
無
線
を
使

用
し
た
啓
発
は
慢
性
化
、

形
骸
化
し
て
い
な
い
か
。

Ａ
 
警
察
か
ら
の
依
頼
で

対
応
し
て
い
る
が
、
子
ど

も
の
声
で
放
送
す
る
な
ど

工
夫
し
て
い
る
。

消
防
団
員
福
祉
共
済
掛
金

 

２
６
４
万
３
千
円

Ｑ
 
消
防
団
員
１
人
当
た

り
年
額
３
千
円
の
掛
け
金

に
対
し
、
１
千
円
が
個
人

負
担
だ
が
、
団
員
の
健
康

や
安
全
を
考
慮
す
れ
ば
、

全
額
を
公
費
負
担
に
す
べ

き
で
は
。

Ａ
 
全
額
公
費
で
賄
っ
て

い
る
市
町
村
も
あ
る
の
で
、

今
後
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

生
活
・
コ
ロ
ナ
関
連
・
消
防

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

運
営
費
補
助
金

 

９
８
６
万
１
千
円

Ｑ
 
須
高
３
市
町
村
の
負

担
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

Ａ
 
均
等
割
20
％
、
人
口

割
80
％
と
な
っ
て
お
り
、

須
坂
市
分
で
は
９
８
６
万

１
千
円
。

Ｑ
 
会
員
数
の
状
況
は
。

Ａ
 
令
和
３
年
度
末
現
在
、

須
坂
市
４
７
６
人
、
小
布

施
59
人
、
高
山
村
76
人
で

合
計
６
１
１
人
。

本
郷
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
解
体
事
業 

 

２
７
３
万
９
千
円

Ｑ
 
解
体
し
た
跡
地
は
ど

う
な
る
の
か
。

Ａ
 
同
一
敷
地
内
に
本
郷

学
習
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
た

め
、
そ
の
駐
車
場
と
し
て

活
用
す
る
。

須
坂
市
民
学
園 

 

28
万
７
千
円

Ｑ
 
新
入
生
15
人
と
あ
る

が
、
生
涯
学
習
事
業
の
現

状
は
。

Ａ
 
市
民
学
園
は
、
５
学

年
制
で
、
１
学
年
当
た
り

15
人
が
標
準
だ
が
、
多
い

年
は
24
人
の
学
年
も
あ
る
。

講
座
、
学
級
別
学
習
会
、

館
外
学
習
な
ど
工
夫
し
て

進
め
て
お
り
、
同
窓
会
に

入
っ
て
ク
ラ
ブ
活
動
を
行

う
こ
と
も
で
き
る
。

水
道
事
業
会
計

Ｑ
 
貸
倒
引
当
金
と
し
て
、

回
収
不
納
見
込
額
を
計
上

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
も
の
を
見
込
額
と
し
て

い
る
か
。

Ａ
 
例
え
ば
、
転
居
後
連

絡
が
取
れ
な
い
な
ど
、
今

後
、
不
納
欠
損
が
想
定
さ

れ
る
金
額
や
、
過
去
の
経

過
等
を
勘
案
の
う
え
計
上

し
て
い
る
。

下
水
道
事
業
会
計

Ｑ
 
下
水
道
事
業
費
用
支

出
は
、
16
億
４
６
６
２
万

９
千
円
余
で
あ
り
、
費
用

の
増
加
の
要
因
は
管
渠
費

と
あ
る
が
、
内
容
は
。

Ａ
 
主
に
委
託
料
で
、
耐

震
診
断
の
延
長
増
と
、
下

水
道
事
業
の
全
体
計
画
な

ど
の
見
直
し
に
係
る
も
の

で
、
１
６
０
０
万
円
ほ
ど

増
加
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
・
水
道

議
案
審
議

議
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会

分
科
会
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千円単位、四捨五入

財
産
管
理
事
業
の
基
金
の

積
立
て 

９
億
６
０
３
１
万
２
千
円

Ｑ
 
信
州
須
坂
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
が
見
込
み
よ
り

増
加
し
た
た
め
、
増
加
分

を
公
共
施
設
等
整
備
基
金

に
積
み
立
て
る
と
の
こ
と

だ
が
、
増
加
分
を
含
め
た

基
金
残
高
は
。

Ａ
 
約
19
億
３
千
万
円
に

な
る
。
来
年
度
に
取
り
崩

し
、
当
初
予
算
に
反
映
さ

せ
る
予
定
で
あ
る
。

高
甫
保
育
園
の
や
ま
ほ
い

く
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
の
神

社
の
支
障
木
伐
採

 

48
万
４
千
円

Ｑ
 
昨
年
も
県
の
補
助
金

を
活
用
し
て
、
同
様
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
時
に
伐
採
で
き
な
か

っ
た
の
か
。

Ａ
 
補
助
金
の
上
限
が
１

０
０
万
円
だ
っ
た
た
め
、

そ
の
範
囲
で
実
施
し
た
。

今
年
度
も
県
に
補
助
金

の
申
請
を
し
て
採
択
と
な
っ

た
の
で
、
昨
年
度
実
施
で

き
な
か
っ
た
箇
所
を
予
算

計
上
し
た
。

産
地
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

Ｑ
 
市
を
代
表
す
る
果
物

（
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
桃
）

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
全
国

で
２
８
４
点
の
応
募
が
あ

っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
市

内
の
応
募
件
数
は
。

Ａ
 
県
内
の
方
が
98
人
で

あ
り
、
市
内
か
ら
は
56
人

の
応
募
が
あ
っ
た
。

Ｑ
 
早
期
に
活
用

で
き
る
よ
う
実
施

を
。

Ａ
 
商
標
登
録

に
10
カ
月
程
度

掛
か
る
が
、
出
願

中
で
も
使
用
可

能
で
あ
る
た
め
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
等

を
策
定
し
、
早
期

に
活
用
で
き
る

よ
う
進
め
た
い
。

ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

 

６
８
８
０
万
円

Ｑ
 
須
坂
市
清
掃
セ
ン
タ

ー
ご
み
焼
却
施
設
の
跡
地

を
駐
車
場
と
し
て
整
備
す

る
が
、
雪
が
多
く
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
で
問
題
な
い
か
。

Ａ
 
設
計
す
る
中
で
積
雪

に
耐
え
う
る
舗
装
を
考
え

て
い
く
。
ま
た
、
避
難
所

以
外
に
も
屋
根
の
エ
リ
ア

を
設
け
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

利
用
も
検
討
す
る
。

補
正
第
５
号

観
光
・
誘
客
宣
伝
事
業

Ｑ
 
峰
の
原
高
原
ス
キ

ー
場
駐
車
場
前
ト
イ
レ

の
凍
結
防
止
は
、
補
正

予
算
の
５
０
０
万
円
で

可
能
か
。

Ａ
 
ト
イ
レ
内
で
露
出

し
て
い
る
水
道
菅
に
凍

結
防
止
耐
を
表
面
に
巻

き
電
気
を
通
す
な
ど
、

簡
易
的
な
工
事
の
た
め
、

補
正
予
算
の
範
囲
内
で

可
能
。

補
正
第
６
号

不
登
校
児
童
生
徒
支
援

事
業 ２

３
４
４
万
５
千
円

Ｑ
 
い
じ
め
・
不
登
校

の
状
況
で
、
小
学
校
の

い
じ
め
件
数
が
前
年
比

で
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
理
由
は
。

Ａ
 
文
部
科
学
省
の
い

じ
め
の
定
義
を
再
度
徹

底
し
、
今
ま
で
学
校
が

い
じ
め
ま
で
は
い
か
な

い
と
考
え
て
い
た
事
例

も
、
い
じ
め
と
し
て
扱

う
よ
う
に
し
た
。

特
別
保
育
事
業

 

７
６
７
２
万
１
千
円

Ｑ
 
保
育
園
英
語
活
動

は
、
各
園
で
月
１
回
実

施
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、

成
果
を
ど
う
見
て
い
る

の
か
。

Ａ
 
英
語
に
触
れ
る
と

い
う
観
点
で
実
施
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

外
国
の
先
生
か
ら
直
接

英
語
を
聞
く
こ
と
で
、

生
活
動
作
や
色
、
気
象

な
ど
を
聞
き
分
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ

ス
テ
ム
導
入
事
業

 

１
２
２
万
８
千
円

Ｑ
 
ク
ラ
ウ
ド
使
用
料

が
安
価
に
な
っ
た
理
由

は
。

Ａ
 
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

実
施
し
、
落
札
業
者
が

か
な
り
コ
ス
ト
に
優
れ

た
価
格
を
提
示
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
広

聴
広
報
業
務
の
効
率
化

の
た
め
の
地
域
活
性
化

起
業
人
負
担
金

Ｑ
 
６
６
０
万
円
を
予

算
計
上
し
、
全
額
を
減

額
補
正
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
を
ど
う
考
え

て
い
た
の
か
。

Ａ
 
デ
ジ
タ
ル
推
進
と

い
う
強
い
方
向
性
が
あ

り
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
を

確
保
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
う
予
定
で
探
し

て
い
た
が
、
企
業
が
派

遣
す
る
性
格
上
、
企
業

の
メ
リ
ッ
ト
も
必
要
な

こ
と
も
あ
り
、
う
ま
く

マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
な

か
っ
た
。

教
育
・
保
育
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

議
案
審
議

一
般
質
問

議
決
結
果

分
科
会

委
員
会
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Ｑ
 
議
会
に
陳
情
し
た
理
由

は
。

Ａ
 
令
和
５
年
10
月
に
、
導

入
予
定
の
消
費
税
に
お
け
る

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
と
い
う
設
立
趣
旨
や
、

「
収
支
相
償
」
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
た
な

税
負
担
の
財
源
は
な
い
。
国

に
対
し
て
特
例
措
置
を
講
じ

る
よ
う
求
め
る
た
め
。

【
理
事
者
の
説
明
後
、
委
員

か
ら
の
主
な
意
見
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
法
的
位
置
付
け
は
消
費

税
以
前
か
ら
あ
っ
た
制
度

で
あ
り
、
意
見
書
の
提
出
は

セ
ン
タ
ー
の
設
立
趣
旨
や

年
金
生
活
者
の
収
入
に
鑑

み
て
値
す
る
も
の
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
の
追
加
接
種

Ｑ
 
市
の
状
況
は
。

Ａ 

12
歳
以
上
で
初
回
接
種

が
完
了
し
た
全
て
の
方
を
対

象
に
行
う
。
前
倒
し
で
供
給

さ
れ
る
た
め
９
月
下
旬
か
ら

順
次
行
う
。

ア
ー
ト
パ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
広

場
の
整
備

Ｑ
 
整
備
後
の
活
用
案
は
。

Ａ
 
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
の
ス

ペ
ー
ス
、
版
画
美
術
館
の
子

ど
も
対
象
の
教
室
等
の
開
催

を
検
討
し
て
い
る
。

犬
の
糞
防
止
看
板
設
置

Ｑ
 
看
板
設
置
は
各
区
か
ら

の
要
望
か
。

Ａ
 
昨
年
は
10
町
へ
19
枚
配

布
し
た
。
各
区
の
ほ
か
、
団

体
や
個
人
か
ら
の
相
談
も
あ

る
。

福祉環境
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
支
援
を
求
め

る
陳
情

	

委
員
長

 

久
保
田
克
彦

	

副
委
員
長

 

荒
井
一
彦

	

委
員

 

宮
本
泰
也

 

岡
田
宗
之

 

酒
井
和
裕

 

佐
藤
壽
三
郎

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促

進
に
よ
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

の
改
正

Ｑ
 
課
税
免
除
の
適
用
に

な
る
企
業
は
。

Ａ
 
地
域
未
来
投
資
促
進

法
に
基
づ
き
認
定
を
受
け

た
事
業
が
対
象
と
な
る
。

Ｑ
 
企
業
が
進
出
後
、
何
年

間
免
除
と
な
る
の
か
。
ま

た
、
全
て
が
免
除
の
対
象
か
。

Ａ
 
課
税
に
な
っ
て
か
ら

３
年
間
、
先
進
性
の
あ
る
機

械
を
入
れ
た
敷
地
、
建
物
、

機
械
の
部
分
の
み
免
除
と

な
る
。

討
論
 
（
賛
成
）
市
に
新

し
く
進
出
す
る
企
業
に
対

し
て
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
の

間
、
支
援
で
き
る
環
境
と
な

る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

市
道
の
変
更

Ｑ
 
大
谷
公
会
堂
支
線
１

号
線
は
、
過
去
に
個
人
の
土

地
を
市
道
と
し
て
い
た
た

め
、
土
地
に
係
る
部
分
を
外

す
と
の
こ
と
だ
が
、
何
十
年

も
こ
の
状
態
だ
っ
た
の
か
。

Ａ
 
近
隣
の
方
か
ら
指
摘

が
あ
り
、
発
覚
し
た
た
め
、

今
回
変
更
し
た
い
。

Ｑ
 
市
道
と
し
て
い
た
個

人
の
土
地
の
固
定
資
産
税

の
扱
い
は
。

Ａ
 
未
登
記
の
道
路
は
、
区

分
評
価
で
公
衆
用
道
路
と

し
て
非
課
税
と
す
る
が
、

元
々
道
路
と
し
て
使
用
さ

れ
て
な
い
た
め
、
土
地
所
有

者
の
私
有
地
と
し
て
固
定

資
産
税
が
賦
課
さ
れ
て
い

た
。 

《
全
会
一
致
で
可
決
》

経済建設
企
業
の
進
出
を
支
援

	

委
員
長

 

水
越
正
和

	

副
委
員
長

 

牧 

重
信

	

委
員

 

荒
井 

敏

 

竹
内 

勉

 

中
島
義
浩

 

霜
田 

剛

須坂小学校防護柵設置工事（施工後）

市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正

Ｑ
 
改
正
内
容
で
「
特
別

な
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
育

児
休
業
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
」
と
あ
る
が
、
特
別

な
事
情
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
指
す
の
か
。

Ａ
 
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で

は
保
育
園
に
預
け
ら
れ
な

い
場
合
な
ど
に
限
り
、
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

そ
う
い
っ
た
特
別
な
事
情

が
な
く
て
も
、
柔
軟
に
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

Ｑ
 
育
児
休
業
の
緩
和
は

ま
ず
民
間
企
業
が
や
る
べ

き
で
、
そ
の
う
え
で
行
政

も
進
め
る
べ
き
で
は
。

Ａ
 
ま
ず
公
務
職
場
が
先

導
的
に
な
り
、
そ
れ
か
ら

民
間
企
業
へ
波
及
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

須
坂
小
学
校
敷
地
南
側
防

護
柵
緊
急
設
置
工
事

Ｑ
 
防
護
柵
を
木
材
に
し

た
理
由
は
。

Ａ
 
緊
急
を
要
す
る
と
判

断
し
、
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
材
料
で
耐
久
性
が
あ
り

経
費
が
あ
ま
り
か
か
ら
ず

設
置
で
き
る
の
で
選
定
し

た
。

Ｑ
 
木
材
は
腐
食
す
る
が

大
丈
夫
な
の
か
。

Ａ
 
防
腐
処
理
を
し
て
い

る
の
で
、
耐
久
性
は
10
年

程
度
で
、
適
切
に
維
持
管

理
す
る
。

総務文教
市
職
員
の
育
児
休
業
の

取
得
要
件
を
緩
和

	

委
員
長

 

古
家
敏
男

	

副
委
員
長

 

宮
坂
成
一

	

委
員

 

堀
内
章
一

 

西
澤
え
み
子

 

浅
井
洋
子

 

石
合 

敬

議
案
審
議

分
科
会

議
決
結
果

委
員
会

一
般
質
問

議
案
審
議
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（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

一 般 質 問 項 目

荒井　一彦 
	● ふるさと納税型クラウドファ
ンディング
	● 市税等滞納整理推進本部の取
り組み

宮本　泰也 
	● 市長の政治姿勢
	● 気候非常事態宣言
-2050 ゼロカーボンへの決意 -

岡田　宗之 
	● 教育行政
	● 須坂市の諸課題
	● 選挙

浅井　洋子 
	● 未来に残す緑豊かな地球環境
	● 幸せに健やかに暮らせるまち
づくり
	● 多様な文化を学び、育て、交流
する創造的まちづくり

佐藤壽三郎 
	● 須坂の宝である子どもたちの
教育をどう護るか
	● 須坂の市民をどう護るか
	● 安定した市の財政運営を叶え

るために
	● 第１次産業の殖産が須坂を潤す

酒井　和裕 
	● 景観に配慮した道路・公園の付
属物ならびに老朽化の対応
	● 健康長寿のまちづくり

荒井　敏 
	● ヤングケアラー問題
	● 認知症等高齢者問題

牧　重信 
	● 2022 年度一般会計
	● 寄附金活用し事業展開
	● インター周辺開発
	● デジタル田園都市国家構想推進
交付金

堀内　章一 
	● 須坂市行政
	● 教育行政
	● 第 26回参議院議員選挙の課題

水越　正和 
	● 第２回のお店限定応援商品券事
業は、１回目の同事業の反省が
生かされたか
	● 岡信孝画伯の絵画「華園三題」
の購入

古家　敏男 
	● 教員の働き方改革
	● 移住希望者の積極的受入れ
	● 空き家問題

久保田克彦 
	● 旧統一協会（世界平和統一家庭
連合）及びその関連団体との関
係
	● 安倍元首相の「国葬」の中止を
	● コロナ禍、物価高騰から市民生
活を守るために

石合　敬
	● 密室で決めた 600万円絵画購
入
	● 須坂支援学校の芝生構想
	● 須坂市の教育理念

竹内　勉 
	● コロナ第７波　感染拡大抑え込
みと収入激減の市民と事業者へ
の支援
	● 町並み保存と中心市街地の賑わ
いを

本
定
例
会
で
は
、
９
月

本
定
例
会
で
は
、
９
月

５
日
か
ら
８
日
ま
で
の

５
日
か
ら
８
日
ま
で
の

４
日
間
行
わ
れ
、

４
日
間
行
わ
れ
、
1414
人人

の
議
員
が
質
問
し
ま
し

の
議
員
が
質
問
し
ま
し

た
。
掲
載
は
質
問
順
と

た
。
掲
載
は
質
問
順
と

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

代表質問

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

一般質問議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会



【華園三題】

一般質問一般質問
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  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

【華園三題】購入後の活用
方法が大事である

ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の

岡
信
孝
画
伯
の
絵
画
購
入

問
 
須
坂
市
文
化
財
取
得

審
査
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

と
審
査
内
容
は
。

社
会
共
創
部
長
 
専
門

的
知
識
を
有
す
る
者
と
し

て
、
㈱
高
島
屋
美
術
担
当

次
長
、
長
野
県
立
美
術
館

学
芸
課
長
、
北
野
美
術
館

事
務
長
、
神
奈
川
県
平
塚

市
美
術
館
学
芸
担
当
長
の

４
名
、
学
識
経
験
者
と
し

て
元
学
校
長
美
術
教
師
、

須
坂
高
等
学
校
美
術
教
師

２
名
、
計
６
名
に
委
嘱
を

し
た
。

審
査
結
果
は
、
須
坂
ク

ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
の
収
蔵

品
と
し
て
取
得
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
と

答
申
さ
れ
た
。

問
 
「
ふ
る
さ
と
納
税
型

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
に
よ
る
寄
附
金
の
使

途
は
。

社
会
共
創
部
長
 
寄
附

者
へ
の
謝
礼
（
返
礼
品
代

と
経
費
）
を
除
い
て
、
本

年
度
は
、
岡
信
孝
氏
の
絵

画
購
入
費
、
須
坂
ク
ラ
シ

ッ
ク
美
術
館
母
屋
の
垂

木
・
瓦
等
の
修
繕
料
、
牡

丹
等
花
壇
増
設
工
事
費
、

須
坂
版
画
美
術
館
の
版
画

作
品
の
燻
蒸
処
理
費
、
除

湿
器
購
入
費
、
案
内
看
板

の
作
成
費
な
ど
約
１
５
０

０
万
円
を
活
用
。
残
り
の

約
８
０
０
０
万
円
は
、
信

州
須
坂
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
に
積
み
立
て
、
２
０
２

３
年
度
以
降
も
寄
附
金
使

途
に
沿
っ
て
活
用
す
る
。

市
税
等
滞
納
整
理
推
進
本

部
の
取
り
組
み

問
 
直
近
３
カ
年
間
に
お

け
る
「
長
野
県
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
」
へ
の
委
託

費
用
と
そ
の
徴
収
実
績
は
。

副
市
長
 
昨
年
度
は
、
費

用
額
５
１
４
万
２
千
円
に

対
し
て
、
実
績
額
は
２
０

１
２
万
３
千
円
、
２
０
２

０
年
度
は
、
費
用
額
４
０

４
万
６
千
円
に
対
し
て
、

実
績
額
は
３
０
２
０
万

７
千
円
、
２
０
１
９
年
度

は
、
費
用
額
３
１
８
万
６

千
円
に
対
し
て
、
実
績
額

は
２
８
１
５
万
７
千
円
。

３
カ
年
に
わ
た
り
、
徴
収

困
難
な
滞
納
者
か
ら
徴
収

実
績
を
あ
げ
て
お
り
、
十

分
な
移
管
効
果
を
あ
げ
て

い
る
。

問
 
第
三
次
滞
納
整
理
対

策
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
は
、

今
年
度
が
最
終
年
度
と
な

る
が
、
来
年
度
以
降
も
策

定
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

副
市
長
 
各
種
債
権
の
収

入
未
済
額
は
年
々
減
少
し

て
い
る
が
、
ま
だ
十
分
で

は
な
い
の
で
、
新
た
に
３

カ
年
計
画
の
第
四
次
を
策

定
し
、
一
層
推
進
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
型
Ｃ
Ｆ
の
寄
附
金
額
は

目
標
額
３
千
万
円
が
２
億
２
千
万
円
に

荒井 一彦 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

分
科
会

一
般
質
問

委
員
会



大金で絵画購入より子育て支援に

一般質問
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  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

コロナ禍で大変厳しい経
済状況の中で、評価が疑
問の絵画を大金で市長は
再び買う？！

問
 
た
っ
た
一
回
の
審
査

会
で
慎
重
に
審
査
し
た
と

言
え
る
の
か
。
審
査
会
長

は
冒
頭
「
私
は
日
本
画
に

つ
い
て
は
素
人
で
す
」
と

の
発
言
。
専
門
家
で
あ
る

㈱
高
島
屋
美
術
担
当
次
長

が
欠
席
の
中
で
、
ど
の
よ

う
に
６
０
０
万
円
の
評
価

を
し
た
の
か
。

市
長
 
教
育
委
員
会
に
お

い
て
審
査
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
受
け
、
教
育
委
員

会
に
お
い
て
購
入
を
決
定

し
た
。

取
引
の
実
勢
価
格
と
し

て
１
４
０
０
万
円
と
い
う

評
価
が
示
さ
れ
、
岡
氏
の

提
示
し
た
６
０
０
万
円
は

こ
れ
な
ら
譲
れ
る
金
額
で

あ
り
、
本
人
は
代
表
作
と

し
て
い
る
。

問
 
何
の
た
め
に
絵
画
を

購
入
す
る
の
か
の
議
論
が

な
い
。

市
長
 
岡
氏
の
画
業
の
集

大
成
で
あ
り
、
市
民
に
身

近
で
日
本
画
を
鑑
賞
す
る

機
会
を
提
供
し
子
ど
も
た

ち
の
情
操
教
育
に
資
す
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢

問
 
今
回
の
参
議
院
選
挙

に
お
い
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
等
で
一
方
の
候
補
者

を
賛
美
す
る
投
稿
を
頻
繁

に
し
た
。
市
長
は
、
市
民

の
代
表
で
あ
り
、
公
平
公

正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

少
数
意
見
を
尊
重
す
る
民

主
主
義
の
否
定
だ
。
他
市

で
そ
ん
な
市
長
は
い
な
い
。

市
長
 
松
山
候
補
者
の
不

祥
事
に
つ
い
て
は
、
私
の

依
頼
に
よ
り
期
日
前
投
票

を
考
慮
さ
れ
た
方
に
は
残

念
な
こ
と
で
あ
り
、
私
の

認
識
不
足
を
反
省
し
て
い

る
。投

稿
は
、
個
人
的
な
立

場
で
政
治
活
動
の
一
環
で

問
題
は
な
い
。
他
の
市
長

の
例
は
あ
る
。

問
 
来
年
度
か
ら
10
年
か

け
て
公
務
員
の
定
年
が
65

歳
に
延
長
さ
れ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
苦
労
し
て
い
る
消

防
職
員
や
保
健
師
・
介
護

職
の
定
員
増
を
。

市
長
 
必
要
に
応
じ
勤
務

体
制
も
変
更
す
る
。
消
防

職
に
つ
い
て
は
、
高
齢
期

職
員
の
職
務
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

県
の
気
候
非
常
事
態
宣
言

２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

へ
の
決
意

問
 
市
が
県
の
宣
言
を
賛

同
し
た
こ
と
を
市
民
は
知

ら
な
い
。
中
野
市
は
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
を
し
て
い
る

が
、
須
坂
市
は
賛
同
し
た

だ
け
か
。
市
の
具
体
的
行

動
計
画
は
。

市
民
環
境
部
長
 
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
、
蓄
電

池
に
対
す
る
補
助
を
検
討
。

問
 
コ
ロ
ナ
禍
で
「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
」
が
脚
光
を
浴

び
て
い
る
。
滞
在
型
の
健

康
観
光
の
た
め
、
峰
の
原

高
原
に
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
」「
ロ
ー
ド
」
認
定

に
向
け
た
検
討
を
。

市
民
環
境
部
長
 
考
え

て
い
な
い
。

絵画購入より重要なことに税金を使うべき

文化芸術に必要な投資

宮本 泰也 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果

一
般
質
問



読みやすいＵＤ（ユニバーサル・デザイン）フォントへ

一般質問
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  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

議員任期が終わりに近づ
いてまいりました。
やり残しが無いよう再度
確認をしていきます

問
 
「
重
い
小
学
生
の
ラ

ン
ド
セ
ル
」
は
心
身
へ
の

負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

教
育
長
 
全
て
の
小
学
校

で
児
童
の
負
担
を
減
ら
す

た
め
、
使
わ
な
い
教
科
書

や
ノ
ー
ト
な
ど
を
学
校
に

置
い
て
お
く
「
置
き
勉
」

を
認
め
て
い
る
。

教
育
行
政

問
 
教
員
免
許
更
新
制
度

の
廃
止
に
よ
り
、
教
員
経

験
の
な
い
「
ペ
ー
パ
ー
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
」
が
教
壇
に

立
ち
や
す
く
な
る
が
、
教

員
の
確
保
に
繋
が
る
か
。

教
育
長
 
人
材
の
確
保
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
す
る
。

問
 
マ
ス
ク
着
用
で
表
情

が
見
え
な
い
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
脳
と
心
の

発
達
に
与
え
る
影
響
は
。

教
育
長
 
先
生
の
表
情
が

隠
れ
て
し
ま
う
こ
と
や
声

の
調
子
が
表
れ
に
く
い
こ

と
の
影
響
が
心
配
。
ま
た
、

マ
ス
ク
生
活
が
当
た
り
前

に
な
り
、「
人
前
で
マ
ス

ク
を
外
す
こ
と
が
恥
ず
か

し
い
」
と
感
じ
る
子
ど
も

が
増
え
る
こ
と
も
心
配
。

問
 
保
育
所
等
に
通
っ
て

い
な
い
小
学
校
就
学
前
の

子
ど
も
「
無
園
児
」
に
つ

い
て
の
対
応
は
。

教
育
長
 
乳
幼
児
健
康
診

査
・
す
こ
や
か
相
談
を
活

用
し
て
気
に
な
る
家
庭
が

あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
。

須
坂
市
の
諸
課
題

問
 
賑
わ
い
創
出
拠
点

「
や
ま
じ
ゅ
う
」
の
管
理

運
営
と
進
捗
状
況
は
。

副
市
長
 
創
業
者
の
独
立

開
業
の
支
援
や
マ
ル
シ
ェ

な
ど
を
開
催
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
は
４
～
５

者
ほ
ど
の
問
合
せ
が
あ
る
。

問
 
電
子
図
書
館
「
デ
ジ

と
し
ょ
信
州
」
の
概
要
は
。

副
市
長
 
電
子
書
籍
を
一

度
に
２
冊
ま
で
７
日
間
借

り
ら
れ
る
。
パ
ソ
コ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
24
時
間
・

３
６
５
日
、
い
つ
で
も
利

用
で
き
る
。

問
 
多
く
の
人
に
分
か
り

や
す
く
、
読
み
や
す
く
工

夫
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
・
フ
ォ
ン

ト
を
行
政
文
書
な
ど
に
使

用
し
、
職
員
の
パ
ソ
コ
ン

へ
も
業
務
改
善
を
図
る
た

め
に
導
入
し
た
ら
ど
う
か
。

副
市
長
 
利
用
を
推
奨
し

て
い
る
。
職
員
の
パ
ソ
コ

ン
は
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
が
使

え
る
状
況
で
あ
る
。

選
挙
に
つ
い
て

問
 
７
月
の
参
院
選
と
８

月
の
県
知
事
選
で
は
、
４

割
弱
の
方
が
期
日
前
投
票

を
利
用
し
た
。
今
後
の
期

日
前
投
票
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
長
 
投

票
環
境
の
向
上
が
投
票
率

の
向
上
に
つ
な
が
る
可
能

性
を
考
え
て
、
今
後
の
委

員
会
の
中
で
積
極
的
に
議

論
し
て
い
く
。

小
学
生
の「
標
準
カ
バ
ン
」は

軽
い
素
材
で
作
ら
れ
て
い
る

岡田 宗之 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議



電気柵用発電水車（米子町）

一般質問

第 171 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日11

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

コロナワクチンは予防効
果が弱まる前に、インフ
ルエンザとともに接種を
心がけましょう

問
 
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
状
況
と
課

題
は
。

市
民
環
境
部
長
 
現
在
、

太
陽
光
発
電
設
備
は
29
の

施
設
に
設
置
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
は
１
施
設
に
設
置
。

修
理
の
更
新
費
用
、
他
の

燃
料
よ
り
割
高
、
暖
房
範

囲
が
限
定
、
公
共
施
設
で

の
使
用
に
は
課
題
が
多
い
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

動
車
は
８
台
。
４
輪
駆
動

や
走
行
距
離
に
対
応
で
き

る
車
種
が
少
な
い
。
米
子

町
に
鳥
獣
害
対
策
の
電
気

柵
用
発
電
水
車
を
設
置
。

問
 
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
に
は
ほ
ぼ
目
的
を
達

し
て
い
る
も
の
や
課
題
が

多
く
進
ま
な
い
も
の
も
あ

る
。
現
状
に
あ
っ
た
も
の

に
見
直
し
は
行
わ
な
い
の

か
。

市
民
環
境
部
長
 
こ
れ

ま
で
の
も
の
を
取
り
込
む

形
で
進
め
て
行
く
よ
う
検

討
。

問
 
小
水
力
発
電
事
業
は

一
定
の
効
果
と
啓
発
は
得

ら
れ
て
い
る
と
の
考
え
だ

が
、
今
後
さ
ら
に
普
及
啓

発
を
進
め
る
に
は
ど
う
す

る
の
か
。

市
民
環
境
部
長
 
先
進

地
視
察
や
研
修
等
を
行
い

研
究
す
る
。

問
 
近
年
で
は
中
小
水
力

発
電
の
建
設
が
活
発
化
し

て
お
り
、
災
害
に
備
え
る

危
機
管
理
の
視
点
や
地
域

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
増
え
、
電
力
の
地
産

地
消
の
動
き
が
加
速
し
て

い
る
。
官
・
民
が
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
地
球
温
暖
化
や

地
域
課
題
の
解
決
に
努
力

す
る
時
で
は
な
い
か
。

市
民
環
境
部
長
 
こ
れ

を
行
う
民
間
事
業
者
が
い

る
か
、
安
定
的
な
電
力
の

供
給
、
発
電
コ
ス
ト
等
の

課
題
が
あ
り
、
時
期
尚
早

と
考
え
る
。

問
 
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
の
中
で
市
民
出
資
の

新
エ
ネ
発
電
所
の
支
援
制

度
や
関
連
産
業
振
興
の
技

術
研
究
等
、
支
援
の
提
案

を
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
う
考
え
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長
 
要
望

が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
る
。

問
 
電
力
コ
ス
ト
が
割
高

な
こ
と
も
確
か
だ
が
、
県

内
企
業
の
中
に
は
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
電
力
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
理
解
が
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
で
地
域
貢
献
へ
の
思

い
を
強
く
持
っ
た
企
業
が

増
え
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
問
題
か
ら
も
従

来
の
大
規
模
発
電
に
頼
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
小

規
模
な
発
電
の
実
用
化
は

益
々
大
事
で
あ
り
、
時
期

尚
早
で
は
な
い
。
課
題
は

あ
る
が
、
準
備
に
向
け
た

体
制
は
考
え
る
べ
き
。

市
民
環
境
部
長
 
そ
の

動
向
に
つ
い
て
は
今
後
も

注
視
し
て
い
く
。

エネルギー重点プロジェクトの見直しは

今後は現状にあったものに検討

浅井 洋子 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



「返礼品」断トツ人気の「ぶどう三姉妹」
（農林課提供）

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日　第 171 号 12

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

種なしで皮ごと食べられ
るシャインマスカットが、
須坂人気を支えてくれて
いる！

問
 
長
時
間
労
働
に
起
因

す
る
教
職
員
の
士
気
低
下

は
、
結
果
的
に
教
育
の
質

の
低
下
に
つ
な
が
る
と
思

料
す
る
が
い
か
が
か
。

教
育
長
 
や
り
が
い
を
も

っ
て
意
欲
的
に
教
科
指
導

に
取
り
組
め
る
状
態
や
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

は
、
教
職
員
の
士
気
を
上

げ
、
教
育
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

市
民
を
ど
う
護
る
か

問
 
比
較
的
軽
症
者
か
症

状
が
な
い
感
染
者
が
、
死

に
至
る
現
状
増
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長
 
基
礎

疾
患
が
あ
る
こ
と
が
背
景

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
①
同
居
者
や

身
近
で
接
す
る
方
に
対
し

て
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
い

場
面
・
場
所
を
避
け
、
最

大
限
慎
重
な
行
動
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
。
②
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
積
極
的
な
検

討
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

善
光
寺
御
開
帳
の
恩
恵

問
 
御
開
帳
に
よ
っ
て
、

須
坂
市
は
宿
泊
や
飲
食
、

農
産
物
を
含
め
た
土
産
等

の
売
り
上
げ
に
ど
の
位
恩

恵
を
受
け
た
の
か
。

産
業
振
興
部
長
 
市
観

光
協
会
に
よ
る
と
、
善
光

寺
御
開
帳
後
に
須
坂
市
を

訪
れ
た
方
は
、
宿
泊
施
設

で
は
特
に
６
月
に
お
い
て

宿
泊
者
、
土
産
品
の
売
上

が
増
加
し
た
と
の
こ
と
。

善
光
寺
御
開
帳
奉
賛
会

の
委
託
を
受
け
た
長
野
経

済
研
究
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
参
拝
者
の
周

遊
先
は
、「
戸
隠・鬼
無
里
」

「
松
本
」に
次
い
で「
須
坂・

小
布
施
」
地
域
と
な
っ
て

い
る
。

農
業
が
須
坂
を
潤
す

問
 
須
坂
市
に
お
け
る
農

産
物
の
年
間
総
販
売
額
は
。

産
業
振
興
部
長
 
須
坂

市
の
農
業
産
出
額
（
推
定

値
）
は
、
１
０
４
億
２
千

万
円
、
果
樹
は
94
億
３
千

万
円
で
全
体
の
90
・
５
％

を
占
め
て
い
る
。

問
 
令
和
３
年
度
に
お
け

る
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」
に
係
る
「
返
礼
品
」

と
し
て
、
農
産
物
関
係
が

占
め
た
割
合
と
金
額
換
算

で
は
ど
の
位
か
。

産
業
振
興
部
長
 
２
０

２
１
年
度
の
企
業
版
を
除

く
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」
の
総
額
は
23
億
７
１

４
１
万
円
余
で
、
返
礼
品

と
し
て
農
産
物
が
選
ば
れ

た
割
合
は
（
加
工
品
を
除

く
）
約
92
・
６
％
、
金
額

に
し
て
21
億
９
７
９
７
万

円
余
。
こ
の
う
ち
果
物
類

が
21
億
９
２
３
１
万
円
余

で
、
野
菜
類
（
ほ
と
ん
ど

が
ア
ス
パ
ラ
）
が
５
６
５

万
円
余
。

果
物
類
の
主
な
内
訳

は
、
ぶ
ど
う
が
84
・
３
％

で
18
億
４
８
７
９
万
円

余
、
り
ん
ご
が
４・
８
％

で
１
億
４
３
３
万
円
余
、

桃
が
２・
４
％
で
５
１
９

２
万
円
余
、
そ
の
他
果
物

の
詰
め
合
わ
せ
が
８・
６

％
で
１
億
８
７
２
６
万
円

余
で
あ
っ
た
。

教
職
員
の
過
酷
な
勤
務
状
況
の
実
態
は

働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く

佐藤 壽三郎 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



百々川緑地内の防護柵

一般質問

第 171 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日13

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

健康寿命を延ばしていく
ためには、子どものころ
から運動や食に関心を持
つことも大切

問
 
百
々
川
緑
地
内
遊
歩

道
の
防
護
柵
は
経
年
劣
化

で
錆
に
よ
り
腐
食
し
、
一

部
地
面
と
の
接
触
す
る
部

分
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
今
に

も
倒
れ
そ
う
な
箇
所
も
あ

り
、
大
変
危
険
な
状
態
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
対
応

は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

緊
急
度
等
を
考
慮
し
計
画

的
に
修
繕
ま
た
は
更
新
等

を
し
て
い
く
。

問
 
須
坂
市
内
に
も
道

路
・
公
園
等
で
道
路
付
属

物
の
防
護
柵
等
が
経
年
劣

化
に
よ
り
腐
食
し
て
い
る

所
が
相
当
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
想
像
す
る
が
、
保

守
・
定
期
点
検
に
よ
り
早

期
に
発
見
し
適
切
な
修

繕
・
更
新
が
大
切
だ
と
思

う
。
ま
た
、
沿
線
住
民
と

の
連
携
も
重
要
だ
と
思
う

が
、
そ
れ
ら
の
箇
所
の
把

握
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

須
坂
市
で
管
理
し
て
い
る

道
路
の
距
離
が
長
く
、
全

て
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
各
町
区
長
さ
ん
や
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報

提
供
を
い
た
だ
く
中
で
、

緊
急
性
の
高
い
も
の
は

修
繕
や
更
新
を
行
っ
て
い

る
。

問
 
国
土
交
通
省
に
よ
り

２
０
０
４
年
に
景
観
に
配

慮
し
た
防
護
柵
の
整
備
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、

２
０
１
７
年
に
は
防
護
柵

以
外
の
道
路
照
明
、
標
識

柱
な
ど
の
道
路
付
属
物
等

を
含
め
た
景
観
に
配
慮
し

た
道
路
付
属
物
等
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ
た
。

須
坂
市
は
景
観
に
配
慮
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

基
本
的
に
は
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
道
路
付

属
物
等
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

問
 
国
道
４
０
３
号
、
相

森
街
道
の
旭
ヶ
丘
交
差
点

か
ら
春
木
町
へ
の
防
護
柵

は
旭
ヶ
丘
側
か
ら
は
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
始
ま
り
、
春

木
町
に
か
け
て
３
種
類
程

度
の
違
っ
た
防
護
柵
が
設

置
さ
れ
て
い
て
デ
ザ
イ
ン

的
、
景
観
的
に
悪
い
と
思

う
が
、
国
・
県
に
対
し
て

提
案
で
き
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制

定
以
前
に
設
置
さ
れ
た
。

健
康
づ
く
り

問
 
平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
の
差
が
全
国
平
均
で
20

年
以
上
変
わ
り
な
い
現
状

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
国
の

第
２
次
健
康
日
本
21
で
は

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
標

と
し
て
い
る
が
、
平
成
22

年
と
令
和
元
年
の
差
は
縮

小
し
、
わ
ず
か
な
が
ら
改

善
し
て
い
る
。

問
 
長
野
県
の
平
均
寿
命

は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
が
、

健
康
寿
命
は
下
位
で
あ
る

原
因
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
国
民

生
活
基
礎
調
査
で
は
下
位

だ
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
方
法
や
数
値
に
よ
り
、

順
位
は
多
少
上
下
す
る
。

百々川緑地公園の防護柵更新を

計画的に修繕・更新

酒井 和裕 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



認知症で要支援２以上の方が入所できる
グループホーム

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日　第 171 号 14

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

ふるさと納税は須坂市の
税金ではないが、他自治
体の住民税だ。もらえば
こっちのものか

問
 
全
国
の
認
知
症
患
者

は
、
２
０
２
０
年
の
推
計

で
は
６
０
０
万
人
で
、
65

歳
以
上
の
６
人
に
１
人
。

２
０
２
５
年
に
は
７
０

０
万
人
に
な
り
、
65
歳
以

上
の
５
人
に
１
人
が
認
知

症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
須
坂
市
の
現
状
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
現
在
、

認
知
症
状
を
有
す
る
方
は
、

２
２
３
６
人
で
、
見
守
り

や
支
援
が
必
要
な
方
は
１

５
６
７
人
で
あ
る
。
ま
た
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

で
、
医
療
レ
セ
プ
ト
に
認

知
症
が
認
め
ら
れ
る
方
は

１
５
９
０
人
で
75
歳
以

上
の
方
の
５
人
に
１
人
と

な
っ
て
い
る
。

問
 
認
知
症
が
原
因
で
徘

徊
し
、
行
方
不
明
に
な
る

例
は
ど
の
位
発
生
し
て
い

る
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
昨
年

は
４
件
、
今
年
は
３
件
発

生
し
て
い
る
。

問
 
認
知
症
に
よ
り
行
方

不
明
に
な
る
者
の
対
策
と

し
て
は
、
衣
服
に
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
表
示
す

る
、
靴
底
に
発
信
機
の
つ

い
た
靴
を
履
か
せ
る
な
ど

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

他
に
良
い
方
法
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
対
処

法
は
症
状
に
よ
り
異
な
る

が
、
ま
ず
は
家
族
等
が
外

出
し
た
い
理
由
を
聴
き
、

外
出
し
た
い
気
持
ち
に
共

感
し
不
安
を
和
ら
げ
安
心

さ
せ
る
こ
と
や
、
認
知
症

対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

訪
問
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
上
手
に
使
う
こ
と
で
家

族
の
負
担
軽
減
に
な
る
。

ま
た
、
近
所
の
方
に
本

人
の
様
子
を
伝
え
た
り
対

応
を
お
願
い
し
て
お
く
こ

と
で
、
地
域
全
体
で
見
守

る
体
制
に
繋
が
る
。

問
 
認
知
症
の
方
が
入
所

で
き
る
施
設
に
つ
い
て
、

費
用
、
入
所
条
件
、
入
所

待
ち
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
施
設

は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
、

費
用
は
15
万
円
／
月
、
入

所
条
件
は
、
介
護
度
が
要

支
援
２
か
ら
要
介
護
５
ま

で
が
対
象
。
病
状
等
に
よ

る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は

最
後
の
見
取
り
ま
で
対
応

し
て
い
る
。
入
所
待
ち
は

１
年
程
度
。

問 

15
万
円
は
高
い
が
、

軽
減
策
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
年
金

の
み
の
収
入
で
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
、
５
万

円
程
度
軽
減
さ
れ
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題

問
 
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
調
査
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

教
育
次
長
 
昨
年
９
月

に
県
教
委
が
高
校
生
を
対

象
に
ウ
ェ
ブ
調
査
を
し
た
。

今
年
は
小
学
校
５
・
６
年

生
、
中
学
生
、
大
学
生
、

短
大
生
を
対
象
に
同
様
の

調
査
を
実
施
す
る
の
で
、

市
独
自
の
調
査
は
し
な
い
。

意
見
 
県
教
委
に
任
せ

っ
き
り
で
よ
い
の
か
。

認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者
対
策
は

本
人
に
寄
り
添
い
不
安
を
和
ら
げ
る

荒井 敏 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



インター周辺（ものづくり産業用地）の開発が進む

一般質問

第 171 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日15

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

開発行為で地元に安心・
安全を。特に用排水に万
全を！

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発

問
 
用
排
水
に
関
す
る
協

議
を
ど
の
よ
う
に
重
ね
て

い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

開
発
事
業
者
が
、
施
設
を

管
理
す
る
須
坂
市
及
び
河

東
土
地
改
良
区
と
協
議
を

重
ね
、
開
発
に
伴
い
廃
止

と
な
る
用
排
水
路
の
代
替

機
能
に
つ
い
て
十
分
に
確

認
、
検
討
す
る
。

問
 
水
質
検
査
は
定
期
的

に
行
う
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

汚
水
は
下
水
道
へ
接
続
す

る
た
め
、
用
水
の
定
期
検

査
は
計
画
し
て
い
な
い
。

問
 
開
発
エ
リ
ア
に
訪
れ

る
お
客
様
へ
の
市
の
魅
力

発
信
と
市
街
地
へ
の
誘
導

は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
よ

り
、
蔵
の
町
並
み
や
特
徴

あ
る
飲
食
店
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る
中
心
市
街
地
、

峰
の
原
高
原
や
米
子
大
瀑

布
、
五
味
池
破
風
高
原
に

代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然

な
ど
を
こ
れ
ま
で
須
坂
市

を
訪
れ
る
こ
と
の
無
か
っ

た
多
く
の
皆
様
に
も
知
っ

て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
て
い
る
。

２
０
２
２
年
度
一
般
会
計

問
 
市
民
税
全
体
と
し
て
、

市
民
税
未
払
金
を
ど
の
程

度
見
込
ん
で
予
算
計
上
し

て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
 
２
０
２
１

年
度
と
比
較
し
て
、
約
１

９
０
０
万
円
減
の
７
６

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
第
三
次
滞
納
整
理
対

策
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
収
入
未
済
額
の

削
減
目
標
と
し
て
設
定
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
推
進
交
付
金

問
 
各
種
証
明
書
は
、
い

つ
頃
、
ど
の
店
で
交
付
で

き
る
体
制
に
な
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長 

10
月

３
日
、
市
内
で
は
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
10
店
舗
、
ロ
ー

ソ
ン
４
店
舗
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
７
店
舗
、
イ
オ

ン
須
坂
店
、
市
役
所
市
民

ホ
ー
ル
の
23
カ
所
利
用
で

き
る
。
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、所
得・

課
税
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

本
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し

が
交
付
可
能
な
証
明
書
で

あ
る
。

意
見
 
今
般
の
一
般
質

問
は
約
４
年
に
わ
た
る

質
問
内
容
か
ら
、
特
に

直
近
の
課
題
や
自
身
の

提
案
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
具
体
的
に
は
、
行
政

の
枠
組
で
あ
る
制
度
設
計

や
地
域
経
済
の
活
力
、
市

街
地
の
ま
ち
づ
く
り
、
ま

た
生
活
面
か
ら
の
も
の
で

あ
る
。
時
代
は
大
き
な
転

換
期
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
突
入
す
る
今
は
、

こ
の
変
革
に
対
応
す
る
機

能
を
持
っ
た
社
会
シ
ス
テ

ム
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

用排水に関する協議は

市及び河東土地改良区で協議

牧 重信 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



マイナポイント第２弾での
マイナンバーカードの申請期限が12月末まで延長

※上記は2022年９月20日時点の情報です

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日　第 171 号 16

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

総務省はマイナポイント
でのマイナンバーカード
申請期限を９月末から年
末へ延長すると発表

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

問
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
は
。

副
市
長
 
７
月
末
時
点
で

40
・
４
％
で
全
国
平
均
の

45
・
９
％
と
比
べ
る
と
ま

だ
ま
だ
低
く
、
特
に
20
代
、

30
代
の
交
付
率
が
低
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

問
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
体
制
は
。

副
市
長
 
毎
週
木
曜
日
午

後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
を

行
い
、
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は

予
約
制
で
、
カ
ー
ド
の
交

付
と
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
請
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
 
全
国
で
５
５
０
０

万
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
取
得
し
て
な
い
が
、

須
坂
市
の
交
付
体
制
は
大

丈
夫
な
の
か
。

市
民
環
境
部
長
 
職
員

等
の
人
員
体
制
及
び
設
備

機
器
を
複
数
台
設
置
し
、

体
制
を
整
え
て
い
る
。

問
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
率
が
高
い
自
治
体

は
、
独
自
の
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
須
坂
市
は
カ
ー
ド
取

得
に
対
し
、
積
極
的
な
施

策
を
講
じ
て
こ
な
か
っ
た

と
認
識
す
る
。
そ
の
こ
と

が
、
全
国
平
均
を
下
回
る

40
･
４
％
の
数
字
に
表

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

副
市
長
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
便
性
等
を
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

事
で
あ
り
、
申
請
し
や
す

い
体
制
を
作
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙

の
課
題

問
 
須
坂
市
に
転
出
届
を

提
出
し
、
近
隣
自
治
体
に

移
住
し
た
Ａ
さ
ん
は
、
須

坂
市
か
ら
入
場
券
が
届
か

ず
選
挙
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
Ａ
さ
ん
と
同
じ
近

隣
自
治
体
に
移
住
し
た
Ｂ

さ
ん
は
、
元
住
ん
で
い
た

自
治
体
か
ら
入
場
券
が
届

き
投
票
で
き
た
と
い
う
。

２
人
は
全
く
同
じ
条
件
の

４
月
１
日
に
移
転
届
を
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
提
出

し
て
い
る
が
、
一
方
は
入

場
券
が
届
き
、
Ａ
さ
ん
に

は
届
か
ず
、
貴
重
な
一
票

を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
事
実
が
あ
る
。

須
坂
市
と
近
隣
自
治

体
で
は
、
転
出
者
宛
の
入

場
券
送
付
に
明
ら
か
な
違

い
が
あ
り
見
解
を
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
長
 
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
た
際
、
複

数
回
転
居
し
た
た
め
、
前

住
所
地
に
配
達
さ
れ
た
ま

ま
放
置
さ
れ
た
事
例
が
あ

っ
た
。
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
、
事
務
局
内
で

検
討
し
見
合
わ
せ
た
。

問
 
選
挙
の
執
行
管
理
は

厳
格
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
投
票
入
場

券
送
付
の
判
断
の
可
否
を
、

選
挙
管
理
委
員
会
独
自
の

裁
量
で
変
え
る
こ
と
が
可

能
な
の
か
、
法
に
抵
触
し

な
い
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
長
 
転

出
者
の
案
内
送
付
に
つ
い

て
、
法
的
な
義
務
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

７
月
末
で
40
・
４
％

堀内 章一 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



「華園三題」の屏風絵

一般質問

第 171 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日17

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

審査会（虎）の威を借り、
寄附金だと強調して高額
の絵を買う。
市役所は灯台か

問
 
前
社
会
共
創
部
長
が

「
岡
信
孝
さ
ん
の
作
品
を

文
化
財
と
い
う
よ
う
な
判

断
は
で
き
な
い
と
考
え
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
財

取
得
審
査
会
が
開
か
れ
た

理
由
は
。

市
長
 
芸
術
性
の
高
い
も

の
は
開
催
し
て
い
る
。

問
 
審
査
会
を
非
公
開
と

し
た
理
由
は
何
か
。

市
長
 
傍
聴
者
を
気
に
せ

ず
自
由
な
意
見
交
換
を
す

る
た
め
。

問
 
傍
聴
者
が
別
室
で
音

声
の
み
を
聞
く
方
法
も
考

え
ら
れ
た
が
。

市
長
 
そ
れ
で
も
発
言
者

は
誰
か
分
か
っ
て
し
ま
う

た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
た
め
の
措
置
だ
。

問
 
会
議
録
を
見
る
と
、

当
日
欠
席
さ
れ
た
審
査
委

員
の
意
見
書
を
最
初
に
披

露
し
た
よ
う
だ
が
、
最
後

に
発
表
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
審
査
会
の
意
見
が
購
入

賛
成
に
傾
い
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

市
長
 
始
め
に
披
露
し
た

こ
と
に
他
意
は
な
い
。
ま

た
そ
の
意
見
書
の
中
に
は
、

購
入
賛
成
と
は
書
か
れ
て

は
い
な
い
。

問
 
岡
画
伯
の
履
歴
に
箔

を
つ
け
る
た
め
か
文
化
勲

章
や
人
間
国
宝
受
賞
者
名

が
添
え
ら
れ
、
本
作
品
は

「
卓
越
し
た
色
彩
と
構
成

感
覚
で
表
さ
れ
た
佳
品
」

と
評
し
て
い
る
。
こ
の
後

に
反
対
意
見
は
出
し
に
く

い
。

市
長
 
自
由
闊
達
な
意
見

交
換
が
出
来
た
。

問
 
画
業
を
継
続
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
集
大
成
の

作
品
と
の
判
断
は
早
計
だ
。

市
長
 
美
術
品
の
価
値
観

は
見
る
人
に
よ
っ
て
違
う
。

「
華
園
三
題
」
は
、
氏

の
最
後
の
大
作
と
言
わ
れ

集
大
成
の
作
品
と
位
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

問
 
先
日
テ
レ
ビ
番
組
で

木
村
武
山
の
２
曲
１
双
屏

風
の
鑑
定
を
行
っ
て
い
た

が
、
そ
の
評
価
額
は

3
0
0
万
円
だ
っ
た
。

美
術
年
鑑
で
１
千
万
円
ク

ラ
ス
の
画
家
の
作
品
評
価

額
だ
。
25
万
円
の
岡
氏
の

40
倍
の
作
家
の
絵
だ
。
そ

こ
か
ら
推
測
し
て
み
て
も

購
入
価
格
が
高
す
ぎ
る
と

感
じ
る
。

市
長
 
審
査
会
で
購
入
価

格
は
妥
当
と
の
答
申
を
受

け
て
い
る
。

問
 
結
局
は
審
査
会
と
言

う
名
の
「
虎
の
威
」
を
借

り
た
の
で
は
な
い
か
。

市
長
 
５
人
の
審
査
員
は

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
究
め
た

人
で
、
お
も
ね
る
必
要
も

無
い
立
場
だ
。

問
 
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
よ
る
寄
附
金
は
、

納
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
る

こ
と
か
ら
税
金
の
一
種
と

考
え
る
べ
き
で
は
。

市
長
 
税
金
は
納
め
る
義

務
が
あ
り
、
強
制
的
だ
が
、

寄
附
は
本
人
の
意
思
で
行

う
の
で
税
金
で
は
な
い
。

｢華園三題｣の購入は再考を

購入して活用したい

水越 正和 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



町屋の改修・整備「やまじゅう」

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日　第 171 号 18

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

２０２４年春の大型商業
施設の完成は、須坂へ移
住者受入れの大きなチャ
ンスでは

問
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る

残
業
時
間
削
減
の
効
果
は
。

教
育
長
 
総
合
型
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

教
員
の
校
務
に
係
る
負
担

軽
減
と
業
務
の
効
率
化
を

進
め
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行

問
 
部
活
動
の
指
導
者
の

確
保
は
。

教
育
長
 
指
導
者
の
人
件

費
の
問
題
や
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
シ
ッ
プ
や
人
間
関
係

づ
く
り
で
、
子
ど
も
た
ち

の
人
格
形
成
が
で
き
る
指

導
者
を
探
せ
る
か
が
課
題
。

問
 
部
活
動
の
地
域
移
行

に
対
す
る
今
後
の
計
画
は
。

教
育
長
 
地
域
移
行
は
部

活
動
を
根
底
か
ら
見
直
す

大
改
革
で
あ
り
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
、
と

い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
繋

が
っ
て
い
る
。
既
に
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
や
、
文
化
芸

術
協
会
と
情
報
共
有
し
、

今
後
の
検
討
へ
の
協
力
を

依
頼
し
て
い
る
。

移
住
希
望
者
の
積
極
的
受

入
れ

問
 
須
坂
市
の
転
入
転
出

の
状
況
は
。

総
務
部
長
 
２
０
２
１

年
度
は
転
入
者
が
転
出
者

を
29
人
上
回
る
状
況
。
30

歳
か
ら
40
歳
の
子
育
て
世

代
で
社
会
増
が
顕
著
。

問
 
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相

談
の
状
況
は
。

総
務
部
長
 
昨
年
の
移
住

相
談
会
は
合
計
で
56
回
、

１
０
５
組
、
そ
の
う
ち
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
は
48
回
、

81
組
。
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
相
談
で
き
る
こ
と
が
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

問
 
地
元
紹
介
動
画
の
効

果
は
。

総
務
部
長
 
移
住
相
談
者

の
大
半
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

動
画
を
見
て
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
て
相
談
会
に
参

加
。
動
画
を
見
て
須
坂
市

に
決
め
た
家
族
も
い
た
。

問
 
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

の
状
況
は
。

総
務
部
長
 
２
０
１
４

年
８
月
か
ら
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
た
物
件
は
１

０
４
件
、
そ
の
う
ち
成
約

は
97
件
。
空
き
家
バ
ン
ク

を
利
用
し
市
外
か
ら
の
移

住
者
は
１
０
０
人
を
超
え
、

移
住
者
の
受
け
皿
と
空
き

家
の
解
消
と
な
っ
て
い
る
。

空
き
家
問
題

問
 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
空
き
家

管
理
の
状
況
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

空
き
家
等
の
草
取
り
、
草

刈
り
、
植
木
の
剪
定
、
不

要
品
処
分
等
、
昨
年
度

２
２
２
件
の
依
頼
が
あ
っ

た
。

問
 
司
法
書
士
会
と
の
連

携
の
成
果
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

昨
年
８
月
の｢

空
き
家
等

対
策
に
関
す
る
協
定
」
締

結
後
、
空
き
家
の
相
続
相

談
が
７
件
あ
り
、
司
法

書
士
会
の
相
談
窓
口
を
紹

介
、
う
ち
１
件
は
空
き
家

の
解
体
を
進
め
た
い
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
。
今
後
は

空
き
家
相
談
会
等
を
開
催

し
、
連
携
し
て
空
き
家
対

策
を
進
め
る
。

教
員
の
長
時
間
勤
務
緩
和
対
策
は

各
種
支
援
員
の
増
員
で
対
応
中

古家 敏男 議員
議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



旧統一教会の百々川緑地利用（2022年７月２日）
が公表された

報道発表資料

須坂市総務部政策推進課
 
 
 
 
 
 
世界平和統一家庭連合（旧統一教会）との関係調査結果について下記のとおりお知らせします。

記

１ 調査の概要

（１）調査対象

①須坂市直営施設の内、貸館を行っている施設 公民館、公会堂、体育施設など

②指定管理者および須坂市出資率 ％以上の外郭団体（文化振興事業団、須坂温泉）

（２）調査内容

①過去 年間（または記録の残る範囲）の旧統一教会（関連団体含む）の施設利用有無

②過去 年間に旧統一教会（関連団体含む）に対して、指定管理施設自主事業（外郭団体の

場合はすべての実施事業）における、イベント共催、後援等の実施有無

③過去 年間（または記録の残る範囲）に旧統一教会（関連団体含む）から、施設や外郭団

体に対する寄附（金品・物品等）や経済的利益の供与、役務の提供有無

④その他、関係性が疑われる事案等

２ 調査結果

（１）施設利用

年７月２日（土） 北長野実行委員会が「イベント（

）開催のため」として百々川緑地を利用しました。

（２）イベント共催、後援等 該当なし

（３）利益供与等 該当なし

（４）その他の事案 該当なし

 

世界平和統一家庭連合（旧統一教会）との関係調査結果について

長野県須坂市

報道機関 各位 年 月 日

担 当：総務部政策推進課政策秘書係

北堀智（課長） 宮川滋成（担当者）

電話： （課専用）

ﾌｧｸｼﾐﾘ：

電子メール： ＠

一般質問

第 171 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日19

  議員

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

マイナ保険証義務化反対
の声。カード普及率を交
付金や地方交付税算定の
条件にする。と

旧
統
一
協
会
及
び
関
連
団

体
と
の
関
係

問
 
旧
統
一
協
会
の
関
連

イ
ベ
ン
ト
「
ピ
ー
ス
ロ
ー

ド
」
を
応
援
し
た
経
緯
は
。

市
長 

20
年
７
月
に
イ
ベ

ン
ト
横
断
幕
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い
た
。
そ
の
後
は

関
係
を
断
っ
た
が
、
今
年

の
趣
旨
文
に
賛
同
者
と
し

て
名
前
が
掲
載
さ
れ
た
。

問
 
勝
手
に
使
わ
れ
た
の

な
ら
抗
議
し
取
り
消
し
を
。

市
長
 
記
者
や
議
員
の
指

摘
も
あ
り
、
同
イ
ベ
ン
ト

に
取
り
消
し
を
通
知
し
た
。

問
 
反
社
会
的
カ
ル
ト
集

団
で
、
反
共
活
動
を
目
的

と
す
る
団
体
だ
。
市
長
と

し
て
関
係
を
断
つ
行
動
が

な
ぜ
遅
き
に
失
し
た
の
か
。

市
長
 
様
々
な
問
題
活
動

は
承
知
し
て
い
る
。
今
後
、

市
と
の
関
係
は
一
切
断
つ
。

問
 
市
及
び
外
郭
団
体
と
、

旧
統
一
協
会
と
の
関
係
を

徹
底
調
査
し
、
明
ら
か
に
。

市
長
 
調
査
を
す
す
め
る
。

問
 
市
民
か
ら
の
被
害
相

談
窓
口
の
開
設
を
。

市
長
 
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
る
。

安
倍
元
首
相
の

「
国
葬
」
中
止
を

問
 
「
国
葬
」
の
閣
議
決

定
を
撤
回
し
中
止
に
。

市
長
 
私
個
人
と
し
て
、

そ
の
是
非
を
述
べ
る
こ
と

は
差
し
控
え
る
。

問
 
「
国
葬
」
の
法
的
根

拠
を
ど
う
考
え
る
。

市
長
 
内
閣
法
制
局
が
解

釈
を
示
し
、
決
め
て
い
る
。

問
 
「
国
葬
」
で
弔
意
を

国
民
に
強
制
す
る
こ
と
は
、

憲
法
に
反
す
る
の
で
は
。

市
長
 
法
的
に
両
論
あ
る
。

問
 
安
倍
元
首
相
と
旧
統

一
協
会
の
深
い
関
係
も
明

ら
か
だ
。「
国
葬
」
に
よ

る
安
倍
政
治
の
賛
美
・
礼

賛
は
国
民
の
理
解
を
得
ら

れ
な
い
。
市
長
は
答
弁
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

市
長
 
安
倍
政
治
を
良
い

と
か
、
悪
い
と
か
言
っ
て

い
な
い
。

問
 
市
及
び
関
係
機
関
に

弔
旗
掲
揚
や
黙
と
う
を
強

制
し
な
い
よ
う
徹
底
を
。

副
市
長
 
市
民
に
も
、
学

校
関
係
に
も
強
制
し
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
・
物
価
高
騰
か

ら
市
民
生
活
を
守
る
た
め

に問
 
国
の
支
援
策
の
枠
か

ら
外
れ
る
低
所
得
世
帯
ま

で
対
象
を
広
げ
る
等
、
市

独
自
の
具
体
策
が
必
要
だ
。

健
康
福
祉
部
長
 
国
、
県

の
動
き
を
み
て
検
討
す
る
。

問
 
学
校
や
保
育
園
の
給

食
の
食
材
費
値
上
が
り
分

を
公
費
で
支
援
を
。

教
育
次
長
 
保
護
者
へ
の

値
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

問
 
生
活
保
護
利
用
者
の

「
自
動
車
保
有
要
件
の
緩

和
」
を
市
長
会
が
国
に
要

望
し
た
。
自
動
車
の
保
有

緩
和
は
待
っ
た
な
し
だ
。

健
康
福
祉
部
長
 
制
度

変
更
を
国
に
要
望
し
て
い

く
。

旧統一協会の活動を後押した…謝罪を

謝罪すべきとは考えていない

久保田 克彦 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



命の印。二重押しでは失敗作？

一般質問

2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日　第 171 号 20
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

断り事や尻ぬぐいは全部
部下。自分はいつも公金
でいい顔したい。
市長にうんざり！

石合 敬 議員
６
０
０
万
円
の
絵
が
必
要
か
。市
民
の
声
は

寄
附
金
も
公
金
だ
が
問
題
な
い

問
 
須
坂
市
民
は
ど
の
位

岡
氏
の
絵
を
必
要
と
し
て

い
る
か
調
べ
た
か
。

市
長
 
審
査
会
の
答
申
を

受
け
取
得
決
定
し
た
も
の

で
あ
り
調
べ
て
い
な
い
。

問
 
寄
附
金
も
公
金
で
あ

り
、
税
金
同
様
に
須
坂
市

民
の
た
め
に
使
う
お
金
だ
。

市
長
の
都
合
で
使
う
も
の

で
は
な
い
。

市
長
 
公
金
で
は
あ
る
が
、

税
金
と
寄
附
金
は
違
う
。

問
 
公
金
で
６
０
０
万
円

も
の
絵
を
買
う
の
に
、
た

っ
た
１
回
の
短
時
間
の
密

室
会
議
で
決
め
て
よ
い
も

の
か
。
絵
自
体
に
も
委
員

の
発
言
に
も
、
お
か
し
な

点
が
多
々
あ
る
。
疑
問
点

を
委
員
に
質
問
す
る
場
を

与
え
て
ほ
し
い
。

市
長
 
初
め
か
ら
意
見
を

も
ら
っ
て
い
れ
ば
審
査
会

で
聞
く
こ
と
も
で
き
た
。

い
く
つ
か
の
意
見
は
審
査

会
で
聞
い
て
い
る
。

問
 
傍
聴
可
能
と
言
い
な

が
ら
会
議
自
体
を
密
室
に

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

市
長
 
密
室
で
の
会
議
で

は
な
い
。
会
議
の
内
容
は

公
表
し
た
。
県
内
他
市
で

も
作
品
購
入
の
審
議
は
非

公
開
の
例
が
あ
っ
た
。

問
 
３
枚
６
０
０
万
円

に
し
て
は
画
面
構
成
、
形

の
表
現
、
色
の
乗
せ
方
、

筆
が
入
っ
て
い
な
い
等
、

気
に
な
る
点
が
多
々
あ
る

が
。

市
長
 
審
査
員
は
詳
し
く

意
見
を
述
べ
ら
れ
、
き
ち

ん
と
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
と
思
う
。

問
 
日
本
画
で
大
切
な
印

が
二
重
押
し
で
汚
い
作
品

が
あ
っ
た
が
、
問
題
な
い

の
か
。

市
長
 
審
査
会
と
は
直
接

関
係
な
い
問
題
だ
と
思
う
。

審
査
員
が
決
め
た
こ
と
が

大
切
。

問
 
審
査
員
の
略
歴
及
び

専
攻
分
野
は
何
か
。

市
長
 
専
門
的
知
識
を
有

す
る
６
人
に
委
嘱
し
た
も

の
で
、
特
に
過
去
の
略
歴

等
は
伺
っ
て
い
な
い
。

問
 
私
も
こ
の
世
界
に
い

る
と
思
っ
て
い
る
。
白
紙

に
戻
し
、
議
論
し
て
か
ら

購
入
と
い
う
形
に
で
き
な

い
か
。

副
市
長
 
審
査
員
は
公
の

美
術
館
の
学
芸
員
の
方
に

お
願
い
し
て
い
る
。
自
分

の
思
い
で
判
断
し
、
取
得

す
る
方
針
を
出
し
て
い
る
。

市
長
 
も
う
一
度
や
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
 
高
島
屋
の
１
４
０

０
万
円
に
対
し
、
６
０
０

万
円
と
は
須
坂
市
に
考
慮

し
た
金
額
か
。

市
長
 
そ
の
よ
う
に
聞
く
。

問
 
高
島
屋
は
岡
氏
の
手

数
料
を
６
割
近
く
取
る
は

ず
。
こ
れ
は
美
術
界
の
常

識
。
岡
氏
の
須
坂
市
へ
の

提
示
額
は
最
高
値
の
金
銭

要
求
で
は
な
い
か
。

市
長
 
議
会
の
場
で
そ
の

よ
う
な
発
言
は
い
か
が
か

と
思
う
。

須
坂
支
援
学
校
の
芝
生
化

問
 
南
庭
を
、
鳥
取
方
式

等
の
芝
生
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長
 
一
部
を
試
験
的

に
芝
生
化
し
、
実
証
実
験

を
行
う
こ
と
は
可
能
。

問
 
小
山
小
学
校
の
芝
生

も
補
修
で
き
な
い
か
。

教
育
長
 
検
討
す
る
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



合同会社ＵＩインターナショナルに
指定管理委託した「やまじゅう」

一般質問

第 171 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日21
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

まちなかの賑わい復活は、
何気ない日常の暮らし向
きと子どもたちの向上心
を刺激する取り組み

竹内 勉 議員

物価高騰抑えるため消費税減税を

政府に５％減税は求めない
問
 
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

消
費
税
５
％
減
税
を
政
府

に
強
く
求
め
る
考
え
は
。

総
務
部
長
 
現
時
点
で
求

め
る
考
え
は
な
い
。

問
 
生
活
福
祉
資
金
特
例

貸
付
等
の
利
用
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
緊
急

小
口
資
金
は
３
２
９
件
で

４
千
８
３
５
万
円
、
総
合

支
援
資
金
延
べ
貸
付
は
４

６
５
件
で
２
億
２
千
７

０
４
万
円
。
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
金
は
28
件
で
４

０
４
万
円
、
住
居
確
保
給

付
金
は
12
件
１
４
８
万
円
。

コ
ロ
ナ
で
収
入
激
減
の
市

民
へ
の
支
援
と
感
染
防
止

問
 
収
入
激
減
の
市
民
と

事
業
者
へ
の
支
援
は
。

産
業
振
興
部
長
 
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰

で
、
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
事
業
者
は
、
飲
食

店
、
宴
会
場
等
サ
ー
ビ
ス

業
、
酒
類
を
扱
う
卸
・
小

売
業
、
宿
泊
業
等
と
考
え

る
。須

坂
市
お
店
限
定
応

援
商
品
券
事
業
や
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
・
家
計
急

変
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
に
よ
り
支
援
し
て
い

る
。

問
 
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対

応
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
２
回

以
上
接
種
し
た
市
民
が
対

象
。
９
月
中
旬
以
降
か
ら

４
回
目
接
種
予
約
者
、
10

月
中
旬
以
降
か
ら
12
歳
以

上
も
接
種
予
定
。

従
来
ワ
ク
チ
ン
で
の
４

回
目
接
種
完
了
者
は
、
一

定
程
度
の
間
隔
を
経
て
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
す
る
。

特
例
臨
時
接
種
の
実
施

期
間
を
23
年
３
月
末
ま
で

延
長
す
る
予
定
。

問
 
市
独
自
の
検
査
体
制

の
確
立
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
各
施

設
等
で
対
応
し
て
い
る
の

で
考
え
て
い
な
い
。

町
並
み
の
保
存
と
中
心
市

街
地
の
賑
わ
い
を

問
 
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
条
例
が
制
定
さ

れ
、
選
定
に
向
け
て
の
進

捗
状
況
は
。

社
会
共
創
部
長
 
審
議

会
で
伝
建
地
区
想
定
範
囲
、

補
助
金
交
付
要
綱
及
び
税

制
優
遇
措
置
、
保
存
活
用

計
画
等
を
審
議
し
た
。

今
後
、
補
助
金
交
付
要

綱
告
示
、保
存
地
区
決
定
、

保
存
活
用
計
画
の
策
定
等

を
経
て
選
定
と
な
る
。

問
 
須
坂
市
賑
わ
い
創
出

拠
点
「
や
ま
じ
ゅ
う
」
の

進
捗
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長
 
９
月

21
日
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
る
。

問
 
指
定
管
理
者
と
連
携

し
て
実
施
す
る
事
業
は
。

産
業
振
興
部
長
 
創
業

を
目
指
す
方
へ
独
立
開
業

に
向
け
、
空
き
店
舗
の
紹

介
、
わ
ざ
わ
ざ
店
開
設
補

助
金
、
融
資
の
相
談
等
の

ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
共
催
、

観
光
客
の
案
内
等
を
す
る
。
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行政視察報告行政視察報告

実験装置の発火現象を見て、
火災の原因を学習している様子

オンラインによる行政視察の様子

2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日　第 171 号 22

8 月 2 日　北海道東川町
『ひがしかわ株主制度』

東川町のふるさと納税である「ひがしかわ株主制度」は、東川町を応援しようとする方が、町ならではの事業に投
資（寄附）することで、株主となり、まちづくりに参加できる取組である。

株主の特典は、返礼品のほかに、①特別町民に認定 ②東川の現状を知っていただく「株主総会」への参加 ③町内
100 店舗以上ある株主制度加盟店で優待利用できる「株主証」の発行 ④町の宿泊施設にお得に宿泊（２泊無料や

通常料金の半額）がある。
お礼の品をただ渡すだけの関係ではなく、実際に足を運んでもらうことを目的にしているので、ふるさと納税本来

の目的である、地方を応援してもらうことを的確に捉えている。
ふるさと納税が終わっても、町の応援サポーターとして繋がるよう工夫がされ、須坂市にも必要だと強く感じた。

◆ 福祉環境委員会 ◆
( 須坂市議会では初めてオンラインによる行政視察を行った )

８月３日　北海道旭川市
『小中学校適正配置』

旭川市では、平成 27 年に「小・中学校適正配置計画（15
年間）」を策定し、①適正な学校規模の確保 ②学校・家庭・
地域の連携を踏まえた通学区域の設定 ③適切な通学区域の設
定 ④統廃合を見据えた学校施設の整備 ⑤地域拠点校の存置 
⑥特認校の存置 ⑦保護者・地域の合意 を基本的な考えとし、
小・中学校の統廃合や通学区域の見直しを行っている。これ
まで、５学級以下の小・中学校 11 校について検討し、小学
校３校と中学校１校を周辺の学校へ統合している。

児童生徒が統廃合時に円滑な移行ができるよう、小中連携・
一貫教育の中で実施している学校間の交流活動を積極的に行
うとともに、統廃合や通学路の見直しの際には、まず保護者、
次いで地域と合意形成を図って進めていることは、今後、須
坂市でも参考になると感じた。

◆ 総務文教委員会 ◆

７月 28 日　大阪府堺市
 

『脱炭素先行地域の構築』
堺市は環境モデル都市、ＳＤＧｓ未来都市の認定等を経て国（環境省）の脱炭素先行地域に指定された。
市では堺エネルギー地産地消プロジェクトを推進し、住居や公共施設への太陽光発電設備導入は市域面積あたり政令

市第１位。中でも、まちびらきから 50 年以上が経過し、施設老朽化や人口減少・高齢化等課題が多い。泉北ニュータ
ウン地区では、長期的な視点に立って府営住宅を再編し、集約余剰地を活用して次世代ＺＥＨ※が集まる日本初のゼロ
エネルギータウンを創出した。府と市と開発事業者の３者が一体となった取組で、魅力的な高性能住宅の供給で若年層
誘引、健康増進、脱炭素意識強化の同時実現を狙ったモデル的な事業である。

※ＺＥＨ＝ゼロエネルギーハウス

８月４日　北海道千歳市
 

『防災学習交流センター・そなえーる』

７月 28 日　石川県小松市
 

『重層的支援体制整備事業』
小松市では、重層的支援として、相談支援、参加支援、地域づくり支援（住

民同士の顔の見える関係性の育成支援）の３つの取組を一体的に実施するこ
とで、包括的な支援体制の構築を進めている。必要な支援につなげる相談体
制を健康福祉部の担当課で構成し、市役所内のワンフロアにそろっているこ
とで迅速かつ柔軟な対応を行っていることが特徴。

市及び相談支援事業所、ふれあい支援センター等各分野の相談窓口におい
ても、市民からの困りごとや悩みごと、福祉ニーズなどを丁寧に聞き、支援
が必要な方に適切にサービス提供ができるよう努めている。

小松市になじみの深いスポーツであるボッチャを通しての憩いの場、交流
の場づくりなど地域で特徴的な取組も行っている。
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2021年取手市の議会改革の主な取組
（取手市議会だより243号より）

中町こみせ通り

第 171 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 11 月 1 日23

◆ 経済建設委員会 ◆

◆ 議会運営委員会 ◆
７月 14 日　㈱会議録研究所（埼玉県北本市）
 

『最新技術による会議録作成』
視察では、①会議録ができるまで②オンライン形式で会議録作成現場を視察③デモンストレーションでＡＩを活用

した議事録作成及び字幕付き議会ライブ中継の説明をしていただいた。
働き方改革推進、ＡＩを活用した長時間労働の是正などに加え、新型コロナウイルス感染症対策で急激に普及した

ウェブ会議での字幕表示やウェブ会議の議事録作成など、近年自治体での音声認識の需要は、ますます拡大している。
当市では、委員会などの議事録作成や市議会報の原稿作成において、時間的制約があり苦慮していることから、即

効性としてＡＩ議事録作成支援システムの活用について検討していく必要があると感じた。

７月 29 日　岩手県遠野市
『遠野ローカルベンチャー事業』

遠野市では、㈱ネクストコモンズと委託契約を
締結し、地方で起業を希望する都市部の人材を
地域おこし協力隊（起業版）として確保し、育
成する事業を実施している。

事業では、委託者が市民等と共同で、地域資
源や文化を生かした様々なプロジェクトを考案
し、人材を募集。中心市街地の空き店舗を活用
した「コモンズカフェ」を拠点に、活動している。
協力隊の定着率 63.6％、新規創業数 8 件、空き
家・空き店舗活用 11 件という成果を上げている。

説明を受け、協力隊制度や空き家等対策事業
など、市全体で課題解決や地域活性化に寄与し
ている事業と感じた。

当市では、「市賑わい創出拠点やまじゅう」が
供用開始され、この取組が大いに参考になると
感じた。

※その他、７月 28 日
岩手県柴波町　㈱オガール

「公民連携によるオガールプロジェクト」を視察。

７月 27 日　青森県黒石市
『重要伝統的建造物群保存地区を生かした
 まちづくり』

重要伝統的建造物群保存地区 中町「こみせ通り」視察した。
重伝建地区は、積雪時の歩行通路となる貴重なひさし（青

森県等では「こみせ」と言う。）が建物の表通りに設けられて
いた。

黒石市は、重伝建選定に向けて、昭和 58 年に、調査報告書
を作成したが、保存修景費用等、制度が住民へ十分理解され
ていなかったため、この時には選定に至らなかった。

その後、伝統的な景観を
保 存 し、 次 世 代 に 残 そ う
という市民の意識が高ま
り、平成 17 年に選定を受け、
観光振興に寄与している旨
を伺った。また、課題として、
空き家が増加し、建物の改
修等で、重伝建地区の維持
が課題との話もあり、当市
においても、選定に向けて
住民への丁寧な説明を続け、
選定後の課題を今から考え
る必要があると感じた。

７月 15 日　茨城県取手市
 

『デジタル技術を活用した議会改革（ＤＸ）の取組』
取手市議会は、早稲田大学マニュフェスト研究所の議会改革ラ

ンキング２年連続全国１位を獲得するなど、先駆的な取組で議会
改革を進めてきた。

今般の新型コロナ感染拡大の中で、有事に加え平時でも円滑な
議会運営を行うため、「オンライン委員会」を可能にした。また、
視聴者が会議室のライブ映像を上下左右に動かすことで、その場
に居るような臨場感を演出する「３６０度カメラでライブ配信」
やライブ配信画面の下に「ＡＩ認識した字幕」を表示し、会議中
のキーワードを可視化するなどの取組がある。

当市でもさまざまな技術（Ｚｏｏｍ、ＡＩ音声認識、会議録視
覚化システム等）の活用によって、市民の議会参加等を促進する
ことは重要であり、取組が必要であると感じた。
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賛否が分かれた案件

会 派
議 員 名

議案等名

議
決
結
果

新風共創会 輝奏会 共産 無所属ク 自民・公明クラブ 貴和会 シュ
プ

宮
本
泰
也

荒
井　

敏

西
澤
え
み
子

中
島
義
浩

浅
井
洋
子

岡
田
宗
之

竹
内　

勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

宮
坂
成
一

塩
﨑
貞
夫

堀
内
章
一

牧　
重
信

荒
井
一
彦

古
家
敏
男

霜
田　

剛

水
越
正
和

酒
井
和
裕

石
合
　
敬

議案第５６号

2022年度
一般会計補正
予算第５号
(13億 2,568 万
8千円）

岡信孝氏の絵画
購入に関する
減額修正案
（Δ600万円）
( 賛成７：反対 11）

否
決 ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● - ● ● ● ● ● ○ ● ○

原案
(賛成 11：反対７）

可
決 ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●

	☆ ○は賛成 ●は反対
	☆ 議長 塩﨑貞夫 は可否同数以外は採決に加わらない
	☆ 会派名の略称：共産→日本共産党 シュプ→シュプリンゲン

■■■■■■ ９月定例会の議決結果 ■■■■■■

全会一致による可決案件
番　　号 件　　　　　　　　名

議案第５１号 市道の廃止
市道１路線を廃止

議案第５２号 市道の変更
市道３路線の区域等を変更

議案第５３号
市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
会計年度任用職員の育児休業について、子の出生後８週間
以内の育児休業の取得要件を緩和する等

議案第５４号
市職員の退職手当に関する条例の一部改正
会計年度任用職員の退職手当の適用要件について、正規職
員とみなす勤務日数の緩和措置を加える等

議案第５５号

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発
展の基盤強化のための固定資産税の課税免除
に関する条例の一部改正
市税を滞納している者については課税免除の対象としない
規定を加える等

認定第 1号
2021年度一般会計歳入歳出決算認定
歳入：315億 7,893 万円
歳出：304億 6,463 万円

認定第２号
2021年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定
歳入：49億 3,736 万円
歳出：48億 6,733 万円

認定第３号
2021年度井上、幸高、九反田、中島財産区特
別会計歳入歳出決算認定
歳入：841万円
歳出：827万円

認定第４号
2021年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定
歳入：45億 8,300 万円
歳出：44億 3,718 万円

認定第５号
2021年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定
歳入：7億 2,165 万円
歳出：7億 1,930 万円

認定第６号

2021年度水道事業会計決算認定
収益的収支　歳入：12億 7,601 万円
　　　　　　歳出：	 9 億 9,911 万円
資本的収支　歳入：	 1 億 2,457 万円
　　　　　　歳出：	 6 億 2,624 万円

番　　号 件　　　　　　　　名

認定第７号

2021年度下水道事業会計決算認定
収益的収支　歳入：20億	 172 万円
　　　　　　歳出：17億 2,707 万円
資本的収支　歳入：11億 4,782 万円
　　　　　　歳出：18億 9,862 万円

認定第８号

2021年度宅地造成事業会計決算認定
収益的収支　歳入：	 897 万円
　　　　　　歳出：1,239 万円
資本的収支　歳入：	 0 円
　　　　　　歳出：	 0 円

議案第５７号
2022年度国民健康保険特別会計補正予算第１号
376万円
（システム改修、前年度決算確定により繰出金を増額）

議案第５８号
2022年度井上、幸高、九反田、中島財産区特
別会計補正予算第１号
10万１千円
（前年度繰越金の確定による基金への積立）

議案第５９号
2022年度介護保険特別会計補正予算第１号
7,356 万 3千円
（システム改修、前年度決算確定による基金への積立金の増
額、返還金、繰越金）

議案第６０号
2022年度後期高齢者医療特別会計補正予算第
１号
227万 2千円
（前年度決算により保険料等負担金を増額、繰出金）

議案第６１号
2021年度（繰越）防安交付金事業市道福島東
畑線ほか２路線舗装工事請負契約の締結
金額：2億 2,517 万円　相手方：市川建設㈱

議案第６２号
2022年度一般会計補正予算第６号
500万円
（峰の原高原スキー場駐車場前のトイレ整備に伴う補助金計上）

同意第２号 教育委員会委員の任命
二ノ宮　邦彦	氏（再任）

諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求め
ること
塚田　厚子	氏（再任）
黒岩　寿代	氏（再任）

意見書第４号 シルバー人材センターに対する支援を求める
意見書

（件名は一部省略しています）
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~傍聴の流れ~

９月１日オンラインによる防災訓練オンラインによる防災訓練

情報伝達訓練 (Zoom) の様子
市議会防災委員長が
各委員からの報告を受ける

議会の動き

傍聴に際して、ご不明な点、ご心配な点がありましたら、議会事務局にお問い合わせください。
傍聴の際は、マスク等感染対策をしてお越しください。
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お好きな席に
お座りください

須坂市花と緑の
まちづくり事業

マスコットキャラクター
「かんなちゃん」

「防災の日」に併せ須坂市議会防災委員会を招集し、
Zoomを利用したオンラインでの防災訓練（情報伝達訓練）
を行った。

当市議会では、令和３年８月
にタブレット端末を導入し、令
和４年３月定例会からは本格的
にペーパーレス化・議会運営の
効率化等を図っている。
当日は、議長より全議員のタ
ブレット端末へメールを送付し、
委員会招集とオンラインで災害
状況を報告するよう指示した。
各議員からは、氏名・居場所・
人的被害・物的被害が報告され
た。

教えて ! 議会のこと教えて ! 議会のこと Vol.6

須坂市役所の
議会棟はこちらです

３階の議場まで
お上がりください

階段の途中　
こんな景色も！

傍聴席から見た議場受付用紙に
記入したら
傍聴席へ

1 2 3

5 64

本会議は原則として公開されていて、だれでも傍聴できます。
傍聴席は一般席 72 席、記者席３席があり、必要な場合に

はヘッドホンも使えます。（現在は密集状態を避けるため、座
席数を減らしています。）

手話や託児も行っていますので、事前に議会事務局まで連
絡をお願いします。

議会を傍聴

してみよう！
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文芸協のご協力により、議場が華やかに

編

集

後

記

編

集

後

記
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須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ

電話：026-248-9014
FAX：026-248-3365

■■■ 令和 4 年 9 月定例会本会議をインターネットで録画配信中 ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎
録
画
中
継

Sさん（ぶどう農家）
  今年は、夏の天候不順が続いたことにより品質
が心配されましたが、まあまあの出来栄えでした。
贈答用として県外に発送しています。遠くの方々
が惹かれているものは、『信州須坂の自然で育てた
香り高い里の幸』です！

Hさん（販売員）
  ９月 17日の ｢すこうぶどう祭り｣ には 50人程
が並びました。人気のあるぶどうは例年より多く
販売できました。この連休でさらに品質の良い品
を皆さまに届けたいと思います。さあいらっしゃ
いませ！

「実りの秋！今年のぶどうはどうですか？」

・
始めました

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

月日・曜日 開議時刻 摘 要

 11月 22日（火） 10:00 開会

 11月 29日（火）〜
12 月 2 日（金） 9:30 一般質問

12 月 5日（月）〜７日（水） 9:00 予算決算特別委員会（分科会）・
常任委員会審査

9 日（金） 14:00 予算決算特別委員会

13日（火） 10:30 閉会

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴される方は備え付けのア
ルコール消毒液での手指の消毒・マスクの着用にご協力をお願いします。

令和４年 会期日程（予定）12月定例会

一般質問の通告要旨は11月25日以降、地域公民館等に配置します。
なお、上記日程は都合により変更する場合があります。

ー�次号のお知らせ�ー
次号（第172号）は、2023年1月1日発行予定です

市民の声市民の声

市議会議員選挙は
2023年２月５日（日）です�（１月29日告示）

お問い合わせは須坂市選挙管理委員会へ

App Store または Google Play からダウンロード

スマホなどで市議会報スマホなどで市議会報

「こんにちは須坂市議会です」をご覧いただけます「こんにちは須坂市議会です」をご覧いただけます

マチイロダウンロードページはこちらから
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